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たちにすべく、「一粒の麦」「風」「繁る」「カリタス」「海の歌」「ruah（ルアハ）」「sound of voice」「ground 



































論文、第一章 ものを象ることと象徴、第二章 象られた信仰―象徴としてのキリスト、第三章 自己
の表現について、第四章 提出作品「ruah－カーテン－」、結び、の章立てで論述している。 
 キリスト教精神を象るということがいかなることなのかという視点から論じようと努め、ひたむきで
正攻法な展開となっている。申請者自身は礼拝に欠かさず出かける敬虔な信者でもあり、自己の内面を
みつめながら、信仰と創造について両面から考察を深めている。 
 キリスト教精神を象る美術については、過去の事例からロマネスク美術、ゴシック美術、さらに信仰
と苦悩の彫刻家エルンスト・バルラハを取り上げ、自己の制作と対照しながら創造のイマジネーション
を進め研究してきた。 
 表現方法はアブストラクトを基礎として自身が感じる神の存在や啓示を具現化しようと試みながら、
創造との在り方を模索している。本論文は他に類を見ない興味深い視点であり、一個人の問題にとどま
らず広がりのある論文といえる。作品と論文から充分課程博士論文として評価され、合格と判定される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
